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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第122期

第２四半期
連結累計期間

第123期
第２四半期
連結累計期間

第122期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （百万円） 20,951 16,228 42,926

経常利益又は経常損失

（△）
（百万円） 746 △11 2,199

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 551 76 1,277

四半期包括利益

又は包括利益
（百万円） 464 △30 824

純資産額 （百万円） 32,480 32,025 32,448

総資産額 （百万円） 48,882 46,334 49,931

１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 22.50 3.10 52.13

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.5 67.3 63.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,848 △50 4,296

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △775 819 △1,230

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △490 △437 △944

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 8,916 10,781 10,455

 

回次
第122期

第２四半期
連結会計期間

第123期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 14.41 13.81

    （注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、

記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社および連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染対策に伴う経済活動への影響により

引き続き厳しい状況にありますが、各種政策の効果や海外経済の改善などを背景に、個人消費や輸出に持ち直しの

動きがみられ始めています。

　このような状況のもと、当企業グループの連結売上高は162億２千８百万円と前年同期（209億５千１百万円）に

比べ22.5％の減少となりました。

　売上高を用途別にみますと、車両用につきましては、特に第１四半期における当社の主要顧客である自動車メー

カーからの受注減少などにより、137億２千８百万円と前年同期（177億４千１百万円）に比べ22.6％の減少とな

り、住宅・住設用につきましては、13億５百万円と前年同期（15億１千５百万円）に比べ13.9％の減少となり、

ファッション・生活資材用につきましては、コロナ禍の影響などによる需要低迷により、11億９千４百万円と前年

同期（16億９千５百万円）に比べ29.5％の減少となりました。

　利益面につきましては、原価改善や固定費の削減などに努めて参りましたが、売上高の減少による影響が大き

く、連結経常損失は１千１百万円（前年同期連結経常利益７億４千６百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は７千６百万円と前年同期親会社株主に帰属する四半期純利益（５億５千１百万円）に比べ86.2％の減少となり

ました。

 

(2）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7.2％減少し、463億３千４百万円となりまし

た。

　資産の部では、流動資産は前連結会計年度末に比べ9.1％減少し、259億９千７百万円となりました。これは主と

して受取手形及び売掛金が減少したことによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ4.6％減少し、203億３

千７百万円となりました。これは主として投資有価証券が減少したことによります。

　負債の部では、流動負債は前連結会計年度末に比べ20.8％減少し、116億７千５百万円となりました。これは主

として支払手形及び買掛金が減少したことによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ3.6％減少し、26億

３千３百万円となりました。これは主としてその他に区分されているリース債務が減少したことによります。

　純資産の部は、前連結会計年度末に比べ1.3％減少し、320億２千５百万円となりました。これは主として利益剰

余金が減少したことによります。

　なお、当企業グループは各種合成表皮材の単一セグメントで事業活動を展開しております。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同期に比べて18億６千４百万円増加し、107

億８千１百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により使用した資金は前年同期に比べて18億９千９百万円増加し、５千万円となりました。

これは主に税金等調整前四半期純損益が７億７千３百万円減少したことによります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により獲得した資金は前年同期に比べて15億９千５百万円増加し、８億１千９百万円となりました。

これは主に投資有価証券の償還による収入が14億円増加したことによります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は前年同期に比べて５千３百万円減少し、４億３千７百万円となりました。

これは主に短期借入金の増減額が６千２百万円減少したことによります。
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(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、

重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は370百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末において、未定としておりました重要な設備の新設等について、当第２四半期連結会計期間末

日現在において以下のとおり決定しています。

会社名 事業所名
設備の内容

（主な用途）

投資予定額
資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月

完成後の

増加能力
総額

(百万円)

既支払額

(百万円)

提出会社
天竜第２

工場

合成皮革などの

　　　　生産設備

（車両用）

1,060 1,060
自己

資金

2019年

４月

2020年

10月
20％増加

提出会社
天竜第１

工場

合成皮革・成形複合

材などの生産設備

（車両用）

257 58 〃
2020年

４月

2021年

３月

合理化主体

のため能力

の増加はあ

りません

提出会社
天竜第２

工場

合成皮革などの

　　　　生産設備

（車両用）

350 153 〃 〃 〃 〃

提出会社 新城工場

成形複合材などの

　　　　生産設備

（車両用）

201 45 〃 〃 〃 〃

提出会社 浅羽工場

鋼板・合板用

　化粧フィルム・

　加飾フィルムの

　　　　生産設備

（車両用、

　住宅・住設用）

308 93 〃 〃 〃 〃

提出会社 本社 研究開発設備 341 55 〃 〃 〃

研究開発設

備のため能

力の増加は

ありません
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会社名 事業所名
設備の内容

（主な用途）

投資予定額
資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月

完成後の

増加能力
総額

(百万円)

既支払額

(百万円)

共和ライフ

テクノ㈱

鳴門工場

ほか

合成皮革・

鋼板・合板用

化粧フィルム

（住宅・住設用、

　ファッション

　・生活資材用）

425 89
自己

資金

2020年

４月

2021年

３月

合理化主体

のため能力

の増加はあ

りません

共和興塑膠

（廊坊）

有限公司

本社工場

成形複合材・

　合成皮革などの

　　　　生産設備

（車両用）

183 21 〃 〃 〃 〃

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,500,000 24,500,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 24,500,000 24,500,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
─ 24,500 ─ 1,810 ─ 1,586
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式
を除く。）
の総数に対
する所有株
式数の割合
（％）

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 8,360 34.12

豊田通商株式会社
愛知県名古屋市中村区名駅４丁目９番

８号
1,554 6.34

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,507 6.15

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 1,391 5.68

林テレンプホールディングス株式会社
愛知県名古屋市中区上前津１丁目４番

５号
1,041 4.25

株式会社りそな銀行
大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番

１号
862 3.52

KISCO株式会社
大阪府大阪市中央区伏見町３丁目３番

７号
765 3.12

住友化学株式会社

（常任代理人　株式会社日本カストディ

銀行）

東京都中央区新川２丁目27番１号

（東京都中央区晴海１丁目８番12号）
400 1.63

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク、エヌ・エ

イ東京支店）

PALISADES WEST 6300, BEE CAVE ROAD

BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

352 1.44

三木産業株式会社 徳島県板野郡松茂町中喜来字中須20 302 1.23

計 ― 16,535 67.50

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は以下のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　1,507千株

　株式会社日本カストディ銀行（信託口）　　　　　　　　　　　1,391千株
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,489,500 244,895 －

単元未満株式 普通株式 8,800 － －

発行済株式総数  24,500,000 － －

総株主の議決権  － 244,895 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株

（議決権11個）含まれております。

２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式が次のとおり含まれております。

自己保有株式　　　　　　57株

 

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

共和レザー株式会社

静岡県浜松市南区東町

1876番地
1,700 － 1,700 0.01

計 ― 1,700 － 1,700 0.01
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(１）役職の異動

氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

増 田 隆 昭

専務取締役

生産本部長

生産改革部担当

生産管理部担当

生産技術部担当

専務取締役

生産本部長

生産改革部担当

生産技術部担当

新城工場担当

浅羽工場担当

2020年７月１日

前 嶋 則 卓

常務取締役

生産本部副本部長

天竜第１工場担当

天竜第２工場担当

新城工場担当

浅羽工場担当

常務取締役

生産管理部担当

天竜第１工場担当

天竜第２工場担当

2020年７月１日

増 田 隆 昭

専務取締役

生産本部長

生産管理部担当

生産技術部担当

生産改革部長

専務取締役

生産本部長

生産改革部担当

生産管理部担当

生産技術部担当

2020年８月１日

河 島 竜 太

取締役

営業本部長

営業企画部担当

東京営業所担当

車両営業部長

フィルム営業部長

阪神営業所長

取締役

営業本部長

営業企画部担当

車両営業部担当

東京営業所担当

フィルム営業部長

阪神営業所長

2020年８月１日

藤 坂 和 義

専務取締役

技術本部長

技術統括部担当

開発部担当

第１技術部担当

第２技術部担当

製生準改革部担当

専務取締役

品質保証本部長

技術本部長

技術統括部担当

開発部担当

第１技術部担当

第２技術部担当

製生準改革部担当

2020年９月１日

中 村 直 義

常務取締役

品質保証本部長

環境管理室担当

品質保証部担当

常務取締役

環境管理室担当

品質保証部担当

2020年９月１日
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氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

河 島 竜 太

取締役

営業本部長

営業企画部担当

東京営業所担当

モビリティ営業部長

インダストリー営業部長

阪神営業所長

取締役

営業本部長

営業企画部担当

東京営業所担当

車両営業部長

フィルム営業部長

阪神営業所長

2020年９月１日

稲 垣 忠 彦

取締役

インダストリー営業部担当

デザイン部担当

第３技術部長

取締役

デザイン部担当

第３技術部長

2020年９月１日
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人より四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,455 10,781

受取手形及び売掛金 8,509 7,275

電子記録債権 2,952 2,244

有価証券 2,800 1,700

商品及び製品 2,159 2,095

仕掛品 608 690

原材料及び貯蔵品 811 857

その他 404 472

貸倒引当金 △91 △121

流動資産合計 28,611 25,997

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,691 3,565

機械装置及び運搬具（純額） 4,549 4,171

土地 3,778 3,728

建設仮勘定 1,459 1,607

その他（純額） 556 454

有形固定資産合計 14,035 13,526

無形固定資産   

のれん 86 60

ソフトウエア 132 113

その他 307 250

無形固定資産合計 526 424

投資その他の資産   

投資有価証券 4,314 3,804

長期貸付金 33 34

繰延税金資産 1,141 1,201

退職給付に係る資産 253 301

その他 1,042 1,069

貸倒引当金 △26 △26

投資その他の資産合計 6,757 6,386

固定資産合計 21,320 20,337

資産合計 49,931 46,334
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,303 5,151

電子記録債務 3,922 2,917

短期借入金 689 670

未払金 1,481 1,037

未払法人税等 304 93

役員賞与引当金 70 35

資産除去債務 12 11

その他 1,966 1,758

流動負債合計 14,750 11,675

固定負債   

役員退職慰労引当金 192 161

退職給付に係る負債 2,239 2,243

資産除去債務 16 15

その他 284 212

固定負債合計 2,733 2,633

負債合計 17,483 14,308

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,810 1,810

資本剰余金 1,654 1,654

利益剰余金 27,531 27,215

自己株式 △0 △0

株主資本合計 30,994 30,678

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 101 169

為替換算調整勘定 261 200

退職給付に係る調整累計額 133 117

その他の包括利益累計額合計 497 486

非支配株主持分 956 859

純資産合計 32,448 32,025

負債純資産合計 49,931 46,334
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 20,951 16,228

売上原価 17,029 13,582

売上総利益 3,922 2,645

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 1,066 995

役員賞与引当金繰入額 37 38

役員退職慰労引当金繰入額 59 18

その他 1,984 1,711

販売費及び一般管理費合計 3,148 2,763

営業利益又は営業損失（△） 773 △117

営業外収益   

受取利息 11 6

受取配当金 17 20

持分法による投資利益 69 82

デリバティブ評価益 25 －

固定資産売却益 1 75

その他 44 43

営業外収益合計 170 228

営業外費用   

為替差損 127 14

売上割引 16 9

固定資産除却損 6 49

その他 46 47

営業外費用合計 196 122

経常利益又は経常損失（△） 746 △11

特別利益   

助成金収入 － 229

特別利益合計 － 229

特別損失   

休業手当 － 244

特別損失合計 － 244

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
746 △26

法人税等 212 △32

四半期純利益 534 5

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △16 △70

親会社株主に帰属する四半期純利益 551 76
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 534 5

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 43 67

為替換算調整勘定 △73 △67

退職給付に係る調整額 △23 △16

持分法適用会社に対する持分相当額 △17 △19

その他の包括利益合計 △70 △36

四半期包括利益 464 △30

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 508 65

非支配株主に係る四半期包括利益 △44 △96
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
746 △26

減価償却費 1,082 989

のれん償却額 24 24

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △128 △19

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △58 △47

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24 31

受取利息及び受取配当金 △29 △27

支払利息 23 18

持分法による投資損益（△は益） △69 △82

投資有価証券売却損益（△は益） △1 －

有形固定資産処分損益（△は益） 4 △25

売上債権の増減額（△は増加） 2,487 1,845

たな卸資産の増減額（△は増加） 31 △85

仕入債務の増減額（△は減少） △2,248 △2,080

未払費用の増減額（△は減少） 84 58

未払金の増減額（△は減少） △30 △249

その他 134 △128

小計 2,078 192

利息及び配当金の受取額 35 35

利息の支払額 △25 △18

法人税等の支払額 △248 △261

法人税等の還付額 8 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,848 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,029 △966

有形固定資産の売却による収入 5 127

無形固定資産の取得による支出 △33 △2

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の償還による収入 300 1,700

投資有価証券の売却による収入 1 －

その他 △18 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △775 819

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △62 －

配当金の支払額 △391 △391

リース債務の返済による支出 △36 △45

財務活動によるキャッシュ・フロー △490 △437

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 578 325

現金及び現金同等物の期首残高 8,338 10,455

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,916 ※ 10,781
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の

今後の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金 8,916百万円 10,781百万円

有価証券 2,807 1,700

計 11,724 12,481

償還期限が３ヶ月を超える債券等 △2,807 △1,700

現金及び現金同等物 8,916 10,781
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額
（百万円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 391 16.00 2019年３月31日 2019年６月24日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額
（百万円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日

2019年10月31日

取締役会
普通株式 利益剰余金 391 16.00 2019年９月30日 2019年12月３日

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　391百万円の剰余金の配当を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額
（百万円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日

2020年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 391 16.00 2020年３月31日 2020年６月18日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額
（百万円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日

2020年10月30日

取締役会
普通株式 利益剰余金 293 12.00 2020年９月30日 2020年12月３日

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　391百万円の剰余金の配当を行っております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　当企業グループ（当社および当社連結子会社）は、その主な事業として各種合成表皮材の製造ならびに販

売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　当企業グループ（当社および当社連結子会社）は、その主な事業として各種合成表皮材の製造ならびに販

売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 22円50銭 ３円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
551 76

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
551 76

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,498 24,498

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　第123期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当については、2020年10月30日開催の取締役会におい

て、2020年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し

ました。

①　配当金の総額 293百万円

②　１株当たりの金額 12.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年12月３日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書 

 

2020年11月６日

 

共和レザー株式会社

取　締　役　会　　御　中

 

 

Ｐ ｗ Ｃ あ ら た 有 限 責 任 監 査 法 人
 

名古屋事務所
  

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 川　原　光　爵

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 手　塚　謙　二

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている共和レ

ザー株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１

日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、共和レザー株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監

査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子

会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明

の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に

基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期

レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実

性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事

項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四

半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関す

る四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸

表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた

四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表

示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の

重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するために

セーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

 

以　　上

 

　（注）１. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

　　　　　　当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

共和レザー株式会社(E00994)

四半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

